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遺 言 書 

 

遺言者である ペンネーム○○ 、 

 

および 妻 Ｂ子 は、次のとおり遺言する。 

 

１、 Ａ男の所有する不動産は、長男 Ｘ男に相続させる。 

 

 

２、 Ａ男の預貯金は、長女 Ｙ子に相続させる。 

 

３、 Ｂ子の預貯金は、次女 Ｚ子に相続させる。 

 

平成○年○月吉日 

 

東京都○○市１－１－１ 

遺言者甲 ペンネーム○○（昭和元年 1 月 1日生） ㊞ 

遺言者乙 Ｂ子（昭和 2 年 2 月 2 日生） ㊞ 

 

① ペンネームは×。戸籍記

載通りの姓名で記載す

る。 

②共同遺言は×。必ず単独

で。 

③抽象的な記載は×。登記

簿記載通りに記載し特定

させると良い。 

※私道に注意！ 

 

④抽象的な記載は×。 

銀行名、支店名、口座番

号を記載し特定させる

と良い。 

 

⑤抽象的な記載は×。

作成日付を正確に記載

する。 

 

⑥実印のほうが良い！ 

 

悪い例 
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遺 言 書 

 
遺言者である 磯野 波平太は、次のとおり遺言する。 

 

１、 遺言者磯野波平太は、遺言者の所有する次の不動産を、妻フネ子に相続させる。 

 

１ 土地 

所 在 ○○県○○市○○一丁目 

地 番 ○○番 

地 目 宅地 

地 積 ○○○．○○平方メートル 

 

２ 建物 

所 在 ○○県○○市○○一丁目○○番地 

家屋番号 ○○番 

種 類 居宅 

構 造 木造瓦葺２階建 

床 面 積 １階 ○○．○○平方メートル 

   ２階 ○○．○○平方メートル 

 

２、 遺言者は、遺言者の有する次の預貯金を、長女 サザエ子に相続させる。 

 

○○銀行 ○○支店 

普通預金 口座番号 ○○○○○○○ 

口座名義 磯野 波平太 

 

（３、付言事項） 

 

平成○年○月○日 

 

東京都○○市１－１－１ 

 

遺言者  磯野 波平太（昭和元年 1月 1日生）   ㊞ 

 

※自筆証書遺言の場合は、必ず自筆で記載してください。 

良い例 


